
怪談の夏に「怖い話の語り手たち」の舞台裏を描く 
ドキュメンタリー映画が公開スタート！ 

有限会社ちゅるんカンパニー(本社：大阪市北区、取締役：三好和也)は、ジャ
ンル不問の怖い話No.1を決める大会「OKOWA」の舞台裏を３年半追い続け
たドキュメンタリー映画『OKOWA the MOVIE～RISE～』を公開しました。 

2021年8月31日 

事故物件住みます芸人・松原タニシが発案した怖い話のチャンピオンを決める大会
『OKOWA』。怪談、人怖、都市伝説、超常現象、陰謀論…怖い話ならジャンルは不問。 
そんな「怖談」に命をかけた怖談士たちの舞台裏を3年半に渡り追い続けたドキュメンタ
リー映画です。カメラが追い続けた3年半の映像に加え、新規に撮り下ろした独占インタ
ビューを加えた秘蔵映像満載の映画となっております。 
 

9月12日(日)に開催される「OKOWA2020シーズン」の決勝戦『OKOWA FINAL』に進出
した2代目王者・中山功太、上里洋志、語り部・匠平、松原タニシを中心に、OKOWAに
挑む怖談士達の姿を通して、OKOWA3年半の歴史と、次のFINALが持つ意味が描き出さ
れている作品になっています。また、来たる 9月12日の最終決戦の密着映像に、さらなる
追加撮影も加えた〝完結編〟を公開予定。 

▼『OKOWA the MOVIE～RISE～』とは 

担当者様 

◎8月28日(土)プレミアム試写会 
・東京：TCC試写室（銀座） 

・大阪：松竹関西支社 試写室（難波） 
 

◎8月28日(土)よりプレミアム配信 
・動画配信サービス「ツイキャス」にて 
・9月11日まで視聴可能（有料） 

▼公開情報 
▶︎予告編：https://youtu.be/G9U2iYvrQ0c 

試写会の様子（大阪会場） 



■『OKOWA（おーこわ）』とは？  
サブカル系生配信番組『おちゅーんLIVE!』(以下参照)が、
世界初？の“怖い話のチャンピオンベルト”『OKOWA』
を創設。「事故物件怪談 恐い間取り」の著者“事故物件住
みます芸人”松原タニシ(松竹芸能)が発案した『OKOWA』
は、怪談・実話・都市伝説・陰謀論など、ジャンルを問わ
ず、プロ・アマも問わない「とにかく一番怖い話を語る
者」へ贈られるタイトル。  
前売り券は毎回完売し、著名人がOKOWAファンを公言す
るなど、広くオカルトファンの注目を集めている。 

■『おちゅーんLIVE!』とは？  
2015年に開局したネット放送局『おちゅーん』が“テレビ
では成立しない企画”をテーマにお送りするサブカル系生
配信番組。MCをつとめる“事故物件住みます芸人”松原タ
ニシ(松竹芸能)が、サブカル界の注目人物をゲストに迎え、
毎週土曜日22時からニコニコ生放送とYouTube Liveにて同
時生配信。YouTubeチャンネル登録者は5万人に迫り、お笑
いファンだけでなく、サブカルやオカルト愛好家にもその
裾野を広げている。  

▼2分で“OKOWA”のすべてがわかる！OKOWAヒストリー 
https://youtu.be/vS_cDmKZtsU 
 
▼OKOWA公式WEBサイト 
http://www.otune.jp/okowa/ 

▼おちゅーん公式Webサイト  
http://otune.jp/ 
 
▼おちゅーんLive！アーカイブ：  
https://www.youtube.com/user/otunejp/videos 

■ お問い合わせ 
 

有限会社ちゅるんカンパニー 
〒530-0047 大阪府大阪市北区西天満4-10-5 H.C.S.西天満ビル7F 
TEL：06-6315-1520 
FAX：06-6315-1521 

担当：松川 明日香 
Mail：matsukawa@churun.com 

■ 『OKOWA』発案者：松原タニシ（事故物件住みます芸人）  
1982年・兵庫県神戸市生まれ。松竹芸能所属のピン芸人。現在
は「事故物件住みます芸人」として活動する。 
 
2012年「北野誠のお前ら行くな。」(エンタメ～テレ)の企画に
より大阪で事故物件に住みはじめ、これまで大阪、千葉、東京、
沖縄など 13 軒の事故物件に住み、そこで起きる不思議な話を
中心に怪談イベントや怪談企画の番組など多数出演する。　 
 
著書はこれまでに『事故物件怪談 恐い間取り』『異界探訪記 
恐い旅』『事故物件怪談 恐い間取り 2』『死る旅』(二見書房)
を上梓、累計30万部を超える。 
　 
2020年8月には著書『事故物件怪談 恐い間取り』を原作とした
映画『事故物件 恐い間取り』(配給 松竹、中田秀夫監督、主演
亀梨和也)が公開、興行収入 23 億円を超え、動員は 175 万人を
突破し話題作となった。。 


